
 

 

 

 

 

 

第 3９回学習発表会について 
  

１１月１５日（土）に「第 3９回学習発表会」を開催いたします。 

学習発表会は、日ごろの学習の成果を発表する場です。これまで学んできたことを自分たちなりにま

とめ、表現することで、学ぶ楽しさや達成感を味わうことをねらいとしています。また、仲間と協力し

て取り組む中で、互いの良さを認め合い、自信をもって表現する力を育てます。児童会のテーマ「一致

団結し、練習の成果を伝えよう」をもとに、各学年、一生懸命に練習を重ねてきました。当日は、もて

る力を存分に発揮してほしいと願っています。子どもたちの発表に温かい声援や拍手を送っていただけ

れば幸いです。 

  

【当日の時程】※発表の遅延はありますが、予定時刻よりも早めて発表をすることはありません。 

学年 登校時刻 保護者入場 発表時間 下校時刻 

１年生 ８：２５ ８：２５～  ８：５５～ ９：２５ ９：３５頃 

２年生  ９：００ 
 前の学年の 

発表が終わり次第 
 ９：３０～ １０：００ １０：１０頃 

３年生  ９：３５  １０：０５～ １０：３５ １０：４５頃 

４年生 １０：１０  １０：４０～ １１：１０ １１：２０頃 

５年生 １０：４５ 
 

１１：１５～ １１：４５ １１：５５頃 

６年生 １１：２０  １１：５０～ １２：２０ １２：５０頃 

 

 

◇ ＶＴＲの撮影は可能ですが、周りの方の迷惑にならぬようにご配慮願います。座席の確保等もおやめ

下さい。みなさんが気持ちよく観覧できるように、よろしくお願いします。 

 

※なお、会場後方には VTR 撮影用の立見席も用意しております。そちらもご活用ください。また、

撮影されました動画、画像につきましては各ご家庭でお楽しみいただき、個人情報保護のため、ＳＮ

Ｓ等への配信はなさらないようにしてください。 

 

◇ 小さなお子様は、お手元から離さないようにお願いいたします。足音などが響き、発表の妨げになっ

てしまうこともあります。また、携帯電話やスマートフォンについては、電源をお切りいただくか、

マナーモードにしていただくようお願いします。 

 

◇ 上靴（またはスリッパ）をご持参ください。外靴の置き場は玄関横ホールです。 

 

◇ 発表会当日は、徒歩での来校をお願いいたします。また、高台通りや近隣商業施設に駐車をすること

のないようにお願いいたします。地域、警察から連絡があった場合には、お子さんの発表の途中でも、

進行を中断し、お車の移動をお願いする場合もありますので、ご了承ください。 
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◇ 他学年のお子さんの観覧について 

発表会当日にはたくさんの方の来校が予測されます。大変申し訳ありませんが、ご自分のお子さん以

外の発表は、ご覧いただくことができません。 

 

※兄弟がいる場合には… 

・図書室での預かりはしておりませんので、ご注意ください。 

・兄弟については、体育館で保護者と一緒に観覧しても構いません。体育館までの引率は、各学級担任が

いたします。ただし、以下の点についてご注意ください。お子さんと前もって待ち合わせ場所などの確認

をしておくようにお願いいたします。 

 

・１学年離れ（１→２年生など）発表が続いている場合 

 直接保護者へお引き渡しすることは難しいため、体育館後ろの席に直接連れていき、待機をさせてい

ます。発表後にお忘れなくお子さんをお引取りください。 

 

・２学年離れ（１→３年生など）発表が一つとびの場合 

体育館前に並んでいる保護者に直接引き渡す予定です。もし、保護者が見当たらなければ、体育館後ろ

の席で児童を待機させていますので、発表後にお忘れなくお子さんをお引取りください。 

 

・３学年離れ（１→4年生など）きょうだい間が２つ以上空いている場合 

 一度帰宅し、保護者と一緒に再登校をするようにしてください。 

↓ 

本日、「保護者公開日の下校対応調査のお願い」プリントを配付しています。 

そちらを必ずご確認ください。 

 

◆業者による写真撮影について 

運動会同様、学習発表会でも業者の方による写真撮影を予定しています。ご希望の方は購入可能です。

今年度は、児童公開日ではなく、保護者公開日当日のみの撮影となります。 

 

◆その他 

 ご不明な点やご相談がありましたら、学校までご連絡ください。車いすでの来校がある場合には、必ず

ご連絡くださいますようにお願いいたします。 

（稲穂小学校 ６９４－４７８１） 

 

頑張ってきた子どもたちのため、私たち大人がより良い発表の場をつくっていきましょう。 

ご協力をお願いいたします。 


